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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】離着陸時には飛行機の翼を畳み、ヘリコプター
として、垂直離着陸を行なう。空中では飛行機の翼を完
全に伸ばし、飛行機として飛ぶ。そうする事で、広い飛
行場を必要としない、非常に効率的な飛行機を提供する
。
【解決手段】飛行機の大きさにより、ヘリコプターの翼
を１ないし数個取り付ける事で離着陸時には飛行機の翼
を畳み、ヘリコプターとして、垂直離着陸を行なう。空
中では飛行機の翼を完全に伸ばし、飛行機として飛ぶ。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヘリコプターの翼が１ないし数個付いた飛行機およびその方法
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
ヘリコプターの翼が１ないし数個付いた飛行機およびその方法。
【背景技術】
【０００２】
ヘリコプターの翼が１ないし数個付いた飛行機およびその方法。飛行機の大きさにより、
ヘリコプターの翼を１ないし数個取り付ける事で離着陸時には飛行機の翼を畳み、ヘリコ
プターとして、垂直離着陸を行なう。空中では飛行機の翼を完全に伸ばし、飛行機として
飛ぶ。そうする事で、広い飛行場を必要としない、非常に効率的な飛行機となることを特
徴とする。
特許電子図書館、及びＪＤＲＥＡＭ２で検索したところ、全く無かった。
【特許文献１】
【特許文献２】
【非特許文献１】
【非特許文献２】
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
ヘリコプターの翼が１ないし数個付いた飛行機およびその方法。飛行機の大きさにより、
ヘリコプターの翼を１ないし数個取り付ける事で離着陸時には飛行機の翼を畳み、ヘリコ
プターとして、垂直離着陸を行なう。空中では飛行機の翼を完全に伸ばし、飛行機として
飛ぶ。そうする事で、広い飛行場を必要としない、非常に効率的な飛行機となることを特
徴とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　ヘリコプターの翼が１ないし数個付いた飛行機およびその方法。飛行機の大きさにより
、ヘリコプターの翼を１ないし数個取り付ける事で離着陸時には飛行機の翼を畳み、ヘリ
コプターとして、垂直離着陸を行なう。
【発明の効果】
【０００５】
広い飛行場を必要としない、非常に効率的な飛行機となることを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　ヘリコプターの翼が１ないし数個付いた飛行機およびその方法。飛行機の大きさにより
、ヘリコプターの翼を１ないし数個取り付ける事で離着陸時には飛行機の翼を畳み、ヘリ
コプターとして、垂直離着陸を行なう。空中では飛行機の翼を完全に伸ばし、飛行機とし
て飛ぶ。そうする事で、広い飛行場を必要としない、非常に効率的な飛行機となることを
特徴とする。
【実施例】
【０００７】
ヘリコプターの翼が１ないし数個付いた飛行機およびその方法。飛行機の大きさにより、
ヘリコプターの翼を１ないし数個取り付ける事で離着陸時には飛行機の翼を畳み、ヘリコ
プターとして、垂直離着陸を行なう。空中では飛行機の翼を完全に伸ばし、飛行機として
飛ぶ。そうする事で、広い飛行場を必要としない、非常に効率的な飛行機となることを特
徴とする。
　実施例は下記に示す。
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【産業上の利用可能性】
【０００８】
「ヘリコプターの翼が１ないし数個付いた飛行機およびその方法。飛行機の大きさにより
、ヘリコプターの翼を１ないし数個取り付ける事で離着陸時には飛行機の翼を畳み、ヘリ
コプターとして、垂直離着陸を行なう。空中では飛行機の翼を完全に伸ばし、飛行機とし
て飛ぶ。そうする事で、広い飛行場を必要としない、非常に効率的な飛行機となることを
特徴とする。」は産業上の利用可能性は極めて大きい
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施例として仮想図を示す。

【図１】
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